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の検討において申請者の原著論文・張（2011）は参照されている。A. van Gennep (1960)
の「通過儀礼」研究を参考にV. Turner (1982)はその儀礼の「過渡の局面」に注目した。Turner
によるとliminalityは主に近代以前の部族社会に見られ、近代社会においては「liminoid」
という別の概念が適切である。それに対してRowe (2008)は近代スポーツのliminalityを主
張する。張 (2011)ではRowe (2008)の議論を台湾野球のファン文化に適応しているが、本研
究では張 (2011)の議論を参照しながら、グローバリゼーションの荒波にさらされた台湾の
若者が、ストリートレースなどのサブカルチャーでliminalな場を築き上げたこと、半面モ
ーターサイクルスポーツそのものは台湾においてliminalな存在だとも言えると分析する。
台湾モーターサイクル協会や民間の愛好者団体、関連メーカー、雑誌出版社がそのスポーツ
に正当性を与えようと努めたが、結果的に公式競技ではないスクーターやミニバイクレース
の推進に傾いた。産業的、社会的背景によって、スクーターやミニバイクレースは台湾モー
ターサイクルスポーツの特徴になった。一方で国際的に認可された公式レース競技の国内レ
ベル向上は制限されたのである。
第４章ではまずグローバルなアクターの活動とその台湾への影響を紹介する。マドリー
ドに本社を構える国際的なスポーツマネージメントとマーケティング会社であるドルナス
ポーツ（Dorna Sports）はモーターサイクルスポーツに対して大きな影響力を持っている。
その影響力が世界中に拡大したことは、上からのグローバリゼーションあるいはグロースバ
ル化（grobalization）の事例を与えてくれる。ドルナスポーツは、モーターサイクルスポー
ツの国際組織や国内組織、二輪関連企業、関連スポンサー、国際メディアグループなどと連
携して、各地域で大会を次々に開催している。そして人口が多く経済的に急成長しているア
ジア市場は、多国籍企業（TNC）が最も進出したいターゲットとなっている。プロスポーツ
の普及自体は新しいことではないが、モーターサイクルスポーツに関しては、産業や他の要
因によって、よりローカルな地域にまでレースをめぐる結びつきが強まっているという点で
特徴的である。
グローバルなモーターサイクルスポーツのアジア市場への進出は、多様なグローバリゼ
ーションの形態を呈している。近年台頭するアジア諸国は、新たな国際的勢力としての地位
を示すことを望んでいる。そこで最も採用される戦略の一つは、メガスポーツイベントの開
催である。ロードレース世界選手権（MotoGP）やスーパーバイク世界選手権（WSBK）な
どのレースの開催をアジア諸国が熱望している。このことは、一方向性のグローバリゼーシ
ョンだけでなく、双方向あるいは多方向のグローバリゼーションを示している。
一方、台湾のモーターサイクルスポーツ関係者はその強みであるスクーターやミニバイ
クレースといった文化資源や産業的資源を活かして、この特殊なモーターサイクルスポーツ
のグローバルな拡大を試みてもいる。台湾モーターサイクルスポーツ協会が台湾で開催する
世界スクーター競技大会「スクーリンピック（Scoolympic）」は、「グローバル化したい」
というローカルな要望を実現するものであった。このことは草の根のグローバリゼーション、
あるいは下からのグローバリゼーションの興味深い実証的な事例である。
本研究は、モーターサイクルスポーツを主な調査対象として、スポーツ社会学の領域に
欠けている事例を提供する。台湾、アジア、世界におけるモーターサイクルスポーツの形態
と実践を調査することによって、グローバリゼーションとスポーツ研究におけるローカルな
影響力とグローバルな影響力両方の複雑性を明らかにした。グローバリゼーション論の議論
に新たな視点を提供する本研究は博士（スポーツ科学）の学位を授与するに十分値するもの
と認める。
【本博士学位論文に関連する原著論文】
張文威、2011、「朝勝與朝聖：台灣棒球迷儀式文化」、『運動文化研究』、第17
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